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コミュニズムに対して稲極的な共感をいだいた時期に， AndreGideは次のように宜言して
いる。 「心からいっても，気質からいっても，また思想からいっても．私はつねにコミュニス
トであった。」①しかしこのような宣言は．コミュニズムということばに関する誤った解釈を予
想するものである。つまり， 一国家の市民たちが，公民としての自由のなかで，進歩と幸福を，
物質的平等を，また兄弟愛の精神を，忌憚なく追求できるような政治体制こそが， Gideがコ
ミュニズムということばに与えようとする理想的な意味であったからである。あきらかに
Gideは，けっしてコミュニス トではなかった。 しかしながら，一時的にしろ Gideをコミ ュ
ニストたちに共嗚させるほどの烈しさを見せた社会問題に対する関心は，ときには抑制された
形であらわれ，また， ときには露骨な形であらわれて，終生 Gideの心の支えとなっていたこ
とは事実である。そこでこの研究においては.Andre Gideの社会的関心の推移，あるいはそ
の永続性の度合を，彼の生活と作品を通じて． できるかぎり具体的に立証しようと試みるもの
であるが，まず最初にわれわれは， Gideの社会的態度の根底をなす道徳的基盤について考察
を加えることからはじめなければならない。 それは.Gide研究には不可欠な いわゆるモラ
ルの問題である。
Andre Gide が人生の半ばに 自叙伝物語の~Si le grain ne meurt• を書いたのはどう
して自分がこのような人間にな ったかを知ろうと して，過ぎ去った幼少年時代や青春時代を，
あらためて吟味するためであった。 そしてわれわれも,Gideの初期の自己形成時代において，
いったい何が，後年に見られるあの革命的なほどの社会的関心の素因になっているかを発見し
ようと努めなければならない。 ThierryMaulnierが R.G. Nobecourt の研究~Les Nour-
ritures normandes d'Andrも Gide►に対する序文のなかで，いみじくも述べているとおり．
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作家はそれを受け入れようとそれに反抗しようと，ほとんど不可避的に，自己の伝統と過去の
痕跡を身につけているものである皇 したがって，Gideの社会的態度の根源も，彼の家庭的
背景と過去の現実のなかに，また，それらの拒絶のなかに，探し求められるべきである。そし
て,Gide流の反抗精神は，道徳上の本性に由来するものであったが，それだけに，そこにこ
そ社会的反抗の芽が含まれているともいえるのである。意識的にしろ無意識的にしな 自分の
創作活動の妨げにならないように，AndreGideは少なくとも制作意欲の旺盛な年代のあい
だは，社会問題よりもモラルの問題に俊先権を与えていた感がある。芸術至上主義的な領向を
もつ象徴主義の文学運動にかぶれたモラリスト として，若い芸術家 Gideは，17世紀フランス
の，あの古典主義の理念に立ち戻っていた。すなわち古典主義においては，いわは教訓上の目
的と芸術上の目的とが一体となっていたからである。
この研究においては．まず第一に， いっさいの社会問題に対してまったく無関心なようにみ
える， AndreGideの家庭的背景に関するいくつかのアスペク トを検討しようとする。それに
次いで，育年 Gideの反抗の芽生えから，アフ リカにおけるその爆発にいたる過程をたどって
みたい。それは， Gideの美学上の体系が，自己の芸術に対する関心と，道徳上のメッセージ
を伝えるために彼がみずからに課した義務感との調和を目標としていることを示すためである。
Andre Gideの両親は， ともに上履中産階級 (hautebourgeoisie)に属していた。 フラン
スの社会のこの階層は自分たちに便宜を与えてくれている社会秩序について深く考えること
に，ほとんど熱意を示さないのであった。 Andrもの父親 PaulGideは，「法学部の若い教授
で，財産もなく，遠い南部地方からやって来た男」③ であった。彼はその父親が Uzesの裁判
所長をしていたとき以来，地元の法曹界に属していた。 Andrもの祖父 TancredeGideは，
「厳格で生一本な新教徒で，大柄な，頑丈な，角張った．極端に慎重な，剛直な，そして神に対
する信頼を至上の高所にまで押し進めた人」④であった。 すなわち彼は，過去の迫害の名残り
ともいうべき「内面的な偉大な頑固さ」⑤ のゅえに，今もなお注目に値する，神に対して打ち解
けたつき合いをしていた世代の一人であり， Uzesの内部や周辺のプロテスタント仲間の，大
きな尊敬を一身に集めていた。そして Andrものただ一人の叔父CharlesGideは，後に有名
な経済学者になったことは周知のとおりである。さし当り本論に関係のある多くの事柄は，
~Si le grain ne meurt• のなかにほとんど余すと ころなく語られているが，R. G. Nobも
courtや PierreLe Verdierの研究のおかげで，⑥ われわれは.Gideの母親 JulietteRon-
deauxの家族についていろいろなことを知る。 Rondeaux家は Normandie地方の豊かな産
業人一家であった。そして，これまた Andreの曽祖父 Rondeauxde Montbrayの系統を受
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けて法曹界に属していた。 この祖祖父は 18世紀において，「彼の父と同じ く会計検査院参議
(conseiller a laCour des Comptes)」Rであった。自分の家族構成の基盤の多様性を強調し，
Maurice Barresの例の「根こぎにされた人びと (deracin命）門の理論に対して反論を掲げ
ながらも， AndrもGideは，長い年月にわたって打ち立てられた高度な社会階級に属する二つ
の家族のつなぎ手にほかならなかったのである。
ごく間接的な形でではあるが，Gideの母方の伯母 ClaireDemarestによってあらわされ
る彼の家庭の社会的地位は，体面にこだわる世襲的階級の域を出ないものであったと察せられ
る長このような社会的立場が，幼い Gideを孤立化し，彼が友だちと思ってもいない相手を
彼に押しつける結果となった。⑩AndrもGideの家庭では，あらゆる物事がかくあるべき (com-
me ifaut) 理想的な姿をととのえていた。 Gideは自分の過去を想い出して， 「私の家庭の
環境ほど，プルジョア的なものはまたとなかった。」Rと述べている。つまり彼の家庭は最上流
の，もっとも信心深い (Jesmeilleures et !es mieux pensantes)部類に数えられるべきも
のであった。
したがって， AndreGideの両親の政治上の意見も，あくまでも彼等の属する階級のそれで
あったといえよう。 回想録の数節からわれわれは， AndrもGideの母親は，彼の伯父 Henri
Rondeauxの極右的なものの考え方をもたない，中庸を得た保守派であったと推論することが
できる良また彼の父親は，息子と同様に，祖国フランスに対する確固たる認識をもっていた
かどうか疑わしい人物であった。 <Sile grain ne meurt• には次のように記されている。
「自然の性質と して父がそうであったように，私もまた，現実よりも思想に多く心を引かれる碩
向があったので， 13オの私は， この問題 (lesentiment des frontieres et de la patrie)に
ついて，空想家のような，子供のような，阿呆のような考えしかもっていなかった。」⑬要する
に彼の両親は，自分の息子の心に．祖国に対する鍛念と，AlbertDもmarestが幼い従弟 Gide
に伝えようとした祖国の美しさに対する認識を与えることを怠っていたわけである。成年に逹
してからでも， Gideには政治上の責任感に欠けるところがあったともいえるのである。そ
して，この事実が彼をして，第 1次世界大戦の末期に次のように吾かせる結果となったのであ
る。 「本当のことをいうと，頃家に対する義務は，私はこれを知るのに非常に長い時間かかり，
なかなかそれと気づかなかったものであった。」⑭
このような保守的なプ）レジョワジーの息子たる AndrもGideは，・淋しい幼少年時代を過ご
し，自己の内部にとぢこもりがらな臆病な子供としての頷向を，自然に身につけてしまった。
彼の受けた学校教育は不規則なものであったために，たえず友人からは隔離され，子供の孤独
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感は助長されるばかりであった。 ~Si le grain ne meurt• の記述するところによれば，Gide
の幼少年時代は，彼の生涯のうちでも っとも陰欝な時期であったといえる。彼が自分のことを
遅鈍 (obtus)だと呼び，「自分のまわりや自分のなかに，暗胞以外の何物をも」⑮見ないとき，
また，自分の幼少年時代を，「半眠と低能の状態」⑮であったと告白するときこの回想録の作
者は，自分がかってそうであったような少年を手きびしく批判しているのであろうか。彼が
少年時代の例の「いたずら」(mauvaisesconsciences)を強調したのは，回想録の執筆に際し
て．初歩的な narcissismeの一形態としての，自己の同性愛的頷向の根源を説明するためで
あった。少年が孤独のなかにあって自分をなぐさめるために，マスタ ーベーションをおこなう
ことは， べつにおどろくには当らない。ただ~Journal►のなかで，「実際，この想い出の編集
をつづけながら．私は苦行をつづけているのだ。」⑰ と書き．また，「私は告発されるまえにあ
れ (cesMemoires)を害いたのだ。告発してもらうためにあれを書いたのだ。」⑱ と述べた人
間としての AndreGideは，「彼を熱中させるもの，そして．彼が払いのけようと努めるもの，
それこそは同性愛者と作家である。匹という， GermaineBrもeの批評に価することだけは心
にとどめておくべきであろう。彼が，「ぽくはみんなと同じではないんだ ！ぽくはみんなと同
じではないんだ ！」R と叫んだ日，孤独に対する鋭い意識が，戦慄 (Schaudern)の衝動でも
って，彼を圧倒したのであった。 彼は，「自分が普通の人閻からかけ離れていて．のけ者だと
思い知った日」＠としてその日を想い起こすのである。つまり，意識的にしろ無意識的にしろ，
AndrもGideは，自分の生涯の不幸な時期を，記倍のなかから抹消しようと意図したのである。
このことは，どうして CharlesDu Bosが，かっての友人の思想における無意識の強調を否
定したかを説明するものであろう。 DuBosは Gideのなかに，「ごく自然発生的で潜在的な，
しかし本質的な anti-bergsonismeのようなもの」＠を見たのである。未知の何物かを探し求
めて禁断の園の壁に沿って歩きつづけるあの~La Tentative amoureuse• のLucやRachel
のように，AndreGideは自分がすばらしい幼少年時代の回想の楽園からしめ出されている
ことを発見するのである。早くも 1891 年に，その~Journal►のなかで， Gideは「自分の孤
独で不愛想な少年時代」＠を引き合いに出している。 PaulC!audel は~La Porte もtroite►の
作者が，恵まれた幼少年時代をもたなかったことを感じて，次のように述べている。 「あなた
が苦しみと圧迫の少年時代を送ったことを知るのは容易な ことだ。」Rそして，これに答えて
AndrもGideは，Claude!の眼には圧迫されていると見えた自分の少年時代， しかし， 宗教と
モラ）レによ ってのみ，Claude!好みの表現を借りれば，プロテスタンティスムによってのみ圧
迫された自分の少年時代について語っている。@Andre Gideの保護されすぎた幼少年時代は
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社会問題に対するいかなる関心をも排除するかに見えながらも，その実.Gideを性的に毒さ
れた narcissismeのなかに沈めていたのであり，この Gide的 narcissisrneのなかにこそ，
社会的な意味をもつ彼の男色的頻向，あるいは同性愛的碩向が，すでに暗々裡に含まれていた
と思われるのである。
?
ここにおいて， AndrもGideの変則的な性欲について多くを語るつもりはないが，しかし，
たしかに Gideの生涯の秘密のドラマの根底をなす愛佑と快楽の分維は，彼の幼少年期のあい
だ，ずっと彼を監視しつづけた敬虔な女性たちによって，彼に押しつけられたものであったこ
とは見逃すべきではない。彼は11オのときに父を失い，それ以後彼は，完全にこれらの女性た
ちの手に委ねられた。後年彼は，自分をとりまく教育熱心な女性たちに対するいささか大げさ
な尊敬の念を告白することによ って，妻に対する自分の淡白な愛術を説明している。その、意味
で，次のような女性に関する記述は印象的である。 「私の少年時代のうえにかがみ込んでいる
すばらしい女性像。 まず第一に私の母，それから MademoiselleShakleton. それに Claire
叔母さんと Lucile叔母さん，これらの人びとは，端正で，消廉で，つつしみ深い人の典型と
もいうべく ，これらの人びとが，肉の悩みをわずかでも感じたと考えることは，私には冒沼の
ように思えたのであった。」R Gideはその回想のなかで，彼の母親と妻の Madeleineをほと
んど同一視している。両者は同じような役割を演じていたのである。 Gideは次のように述べ
ている。 「どちらもが夢想行為のなかで派じる役割は，ほとんど同じものである。つまり ，そ
れは抑制の役割である。」＠若者として．彼は母親の権威に反抗したのである。ひそかな罪の寇
識が，妻の Madeleineに対する彼の愛惰とかかわり合いをもっている。秘められた日記とも
いうべき ~Et nunc manet in te• (Et maintenant elle demeure en toi)においては．
本心からではない自己防漿に次いで，自分自身に対するもっともきびしい非難が見出されるが，
この粛物はあきらかに， 自分の罪と Madeleineの非難をみずから知鎚したことを示すもので
ある。たとえば，Gideは妻に関してこう述べている。「彼女が悪とみなしているものは，彼女
はこれをたんに自分自身のなかに許さない（ところで，これはべつになんの努力も要さないほ
どに，悪に対する彼女の憎悪ははげしかった。）だけでは気がすまなかった。 他人の悪をはっ
きり非難しなければ，それだけ悪を助長するように彼女には思えたのであった。」R改宗するこ
とによって，自分のためにキ リスト教を象徴化した一人の人間にいっそう近づこうという最後
的な試みを反省する ~Numquid et tu• の燃えるような数ページにおいて，Andre Gideは．
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自分自身を悪魔にとりつかれた男，あるいは， Madeleineの天国に入ろうと憧れはするが，所
詮は果たし得ない男として描いている。事実同じ時期に，彼は例の男色擁護の督物~Corydon►
に加筆修正をおこない,<La Symphonie Pastorale• の構成に熱中し，また， MarcAllもgret
少年の後を追いまわしていたのである。R そのうえ，まるで償いをしようとするかのように，
彼はフィクションのなかで， Madeleineのイメージを飽くことなく痛めつけるのである。
<Cahiers d'Andre Walter• の<Emmanuele,<Le Voyage d'Urien• の Ellis,<Pa-
ludes• の Angele, <L'Immoraliste• の Marceline,<La Porte etroite• の Alissaな
ど，少数の例外はあるにしても，ほとんどすべては，一様に Gideの空想上の復讐の犠牲にほ
かならないようにみえる。 Gideの報復の手段は，あるときにはたんなる嘲笑の域にとどまり，
またあるときには犠牲者を死にいたらしめるほど苛酷なものであった。 事実 Gideは,<Et 
nunc manet in te• のなかで， Emmanuele,Ellis, Angeleは，妻の Madeleineに剌戟さ
れてでき上った人物であることを認めている。⑳ただ，同じ告白のなかで Gideは， Alissa 
が Madeleineであることを否定して，「私の作品の Alissaはけっして彼女ではなかった。私
が描いたのは彼女の肖像ではない。彼女自身は，私の女主人公の出発点として役立ったにすぎ
なかった。R」と述べている。しかしいずれにしても，幼少年時代を通じて AndreGideをみ
ちびき保護しつづけた女性たらと，彼の生涯の大部分にわたって，それらの女性たちの自己抑
制の影棲を拡げようとした妻の Madeleineは，彼の増大してゆく自己主張を阻止することは
できなかった。むしろ，彼の反抗に対して逆に責任を負うべきだともいえるほどである。
Andrもの母PaulGide夫人は，彼女の息子を，きびしい現実世界との不愉快な接触から隔
離しているときは，パイプル的な意味において｀まさに極度に慈悲深い婦人，つまり「善意の
人」Rであった。 おそらく彼女の道癒教育は，自分の資産に依存している他の多くの人びとに
対する AndreGideの強い資任感のなかに反映されている。 <Sile grain ne meurt• には，
Baccalaurもatに合格したあとに，青年 Gideが心おきなく味わった解放感が語られている。
「私はこのとき以来，係累もなければ，物質上の苦労もない，不思議に自由な気持になっていた
—思うに私は，この当時まだ，生活の資を得なければならないということが， どんなことで
あるか，想像できなかったのだ。」Rしかし若い芸術家は，自分の財産を，たんに自分の仕事を
世界に貢献させるために使われるべきものと考えていた。彼は「貧しき人びとの労苦を偲ぶこ
と。熱狂的な勉強のみが，私の眼に私の富を許してくれるものである。」Rと語っているが，こ
のことばから，彼がいかなる動機にもとずいて仕事をしているかについて，その一端をうかが
うことができる。 <Journal►の最初の数ページにおいて，「私の心は，悲しいことに会えば，
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必ず憐憫．おお，果てしない憐憫の思いにふるえおののくのだ。」Rと宣言するとき, ~Si le 
grain ne meurt• に描かれているいくつかの事件が夏 Gideのこの宣言を立証する役割を果
していることがわかる。しかしながらこの憐憫の情は，純粋に感傷的なものであり，どことな
く論理だけの．実質の伴わないものにとどまっている。 たとえば ArmandBavretelを訪閥
した場合のように．なにか嫌味な貧困の現実に直面したとき．彼は「貧困のエキゾチスム」Rを，
つまり，貧困の現実を真面目にとらえることの不可能さといったものを感じるのであった。次
の一節は Gideの偽らざる心情であろう。 「この一家の場合は．なにかわざと らしい，窮屈な，
お世辞のよいのぽせるようなあるものが貧困のなかにまじっていて．しばらくすると，やが
て私に，現実の観念を失わせてしまうのであった。」R人生の最初の時期においても，また．そ
れ以後の長い期間においても.Gideの愛他主義は，なんとなく感傷的で．ばく然としていて．
いかなる社会的関心からもほど遠い彼の宗教的なモラリテの．ごく自然な結果にすぎないよう
に思われるのである。
?
Andre Gide の家族が彼に残した特質—~たとえば身分意識政治的無関心，孤立感，権威
に対するひそかな反抗，ばく然とした愛他主義など一ーは，彼の受けた宗教教育と切り離して
考えることはできないものである。 Gideの両親はともに厳粛なカルヴィ ニストであったが，
それにもまして．一つの宗派から他の宗派への改宗が稀ではなかった母方の Rondeaux家の
熱烈な態度が夏幼くして父親を失った少年 Gideに対する宗教教育に， 大きな影軽を与えた
にちがいなかった。 R.G. Nobecourtは， Gideの母親 Julietteを， 「義務の女性であり，そ
の惰熱はすべてモラルと神に向けられ，したがって，規範と権威には忠実な」R人物として描い
ている。息子の宗教的信仰を具体化したのはまさに彼女である。そして妻の Madeleineは，
はからずも，青春時代の冒濱的な思想に毒された形において，その宗教的信仰を昇華させたこ
とになるわけである。
Andre Gideの受けた宗教教育のもっとも永続的な結果の一つといえば，日々の現実から隔
離されていると盛じる彼の領向を助長したことであった。子供の~. すでに Gideは，いわゆ
る「第二の現実」⑪ (seconde realite)の存在を意識していた。彼は，もし自分の背後を眺める
ためにふり返れば，「なにか自分の知らないもの」 (duje-ne-sais-quoi)を見ただろうと信じ
ていたのである。後年彼は．このような「生活に厚みを与えようとする無器用な欲求ー一後に．
宗教が巧みに満足させるにいたるであろうあの欲求良の高まりを自分の宗教に痛している。
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すなわち.¢;Journal• のなかで彼は，日々の現実を信じることに対する自分の無能性の原因は，
もっばら自分の受けた宗教教育にあるとして，「あの最初のキリスト教教育は，私に，もちろん
この世に対する嫌悪ではないが，その現実性に対する不信を教え込んで，私をこの世から，も
はやどうしょうもないまでに<引き離して>しまった〇」⑬ と述ぺてぃるO しかも,G滋eにぉ
ける，この実人生を真剣に受けとめることの無能力さは，＠象徴派の人びととの親交によって，
いっそう強烈なものとなった点については後章で述べなければならないが，まず第一に，彼を
して， このような特殊な現実に，つまり，「もっと触知しがたいが，しかしもっと真正な現実」⑮
に直面させたのは，まさに彼の献身的な妻の Madeleineであった。 AndrもGideの子供じみ
た現実不信感は，彼に与えられた閉塞的な宗教教育によって強化されて，せっかくの愛他主義
が能動的な形で発展するのを妨げていたともいえるのである。
要するに宗教の問題が， Gideを集団的な人間関係に対立させ，彼なりの見方で個人の重要
性を称揚させる結果を生み出したのである。非常に悲惨な状態のなかで，彼流の個人主義をソ
ビエト式のコミュニズムと調和させようと試みたあとで， Gideは，もっとも真性な個人主義
を擁護するものはキリスト教であると述べている。たとえば次の一節などは，逆説的な形のも
とに，このことを明確に表現しているといえよう。「ヒトラ ー主義が努めていたあの組織的な非
個性化は， ドイツを見ごとに戦争の方に準備させていた。とくにこの点において， ヒトラー主
義はキリスト教ー一この個性化の比類なき学校においては，各人は全体よりも貴重である一一
と対立しているように思われる。」@AndrもGideは自分の家庭環境や宗教教育のおかげで，
全体よりも個人に対する嗜好を，あるいは社会問顆よりもモラルの問題に対する嗜好を，潜在
的に身につけていたのである。 とはいうものの， このような領向を堅持しながらも， Gideに
は社会問鹿に対する関心が皆無であったとはいいきれないと思われる。ごく初期の時代に，つ
まり 1902年以前に，彼は「社会問題？ーーもちろん重要だ。しかしモラルの問題の方が先決
だ。」＠と述べているが，このことばは，慎重に抑えられた形のもとにおける彼の社会問庭に対
する関心を証明するものとして，読者の注意を引くにちがいない。 ただ AndrもGideが，意
識的に社会問題を家庭的背景の問題に移管したのは，それらの倫理的あるいは心理的真実を明
るみに出すためであった。後年老境に達した芸術家は，自分の創造精神の豊かであった年代の
ことを考えたとき，芸術のために社会問題を放棄したことを正当づけている。「社会問題 ！・・
もし人生のはじめに，この大きな罠にかかったなら，私は何一つ価値あるものは書けなかった
であろう。」⑱
青年 Gideは，人生におけるより高度な使命を．自分自身に課したのである。 Robertde Bon・ 
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niereが，彼に対して，未来の作品に関する抱負を爪純な公式の形で表明することを強いたと
き．彼は「われわれは何もかも描かなければならない。」⑲ と答えた。事実 Gideがこのような
公式を選んだのは，各人の個人的なI!:界に対する西献を称拗するためであった。そして彼は，
自分の手で身につけた一つのやり方で，このモットーに対する孟感をパイプルそのものから得
ているのである。彼は,~ Les Cahiers d'Andre Walter• のなかで，コリ ント府第14章第
わざ
12節の次の一節を引用している。「各人のTは顕るべし。」@(L'oeuvre de chacun sera mani・ 
festee,) 初期の作品を通して Gideは， このような形のも とに自分の公式を表現しているの
である。つまり人間は自分を示すために生きているのである。もっと後の時代の作品におい
ても，彼はこの点を力説している。たとえば~Interviews imaginaires• には，「各人は自己
を証言するために生まれてきたのである。そして，もし各人が．最善をつく して自分の特別な
真実を示すという使命を十分に果たさないならば，義務を怠っていることになる。良と記され
ている。人間は，自分自身の仔在を最終的なものとみなさずに．より蒻度なものに到逹するた
めの手段とみなすべきである。この公式の意味は，全休として，ひろく人類に適用することも
可能である。
「人類を，思想の地上における上演と考えることを学ぶがよい。
われわれは代表としてよりほかに価値はない。」⑫
Andre Gideが人類の歴史についての概念を表明したとき，彼はこの思想を，そこに含まれ
る論理的な結末にみちびいたのである。 「人間の歴史は，人間が解放した真理の歴史である。」⑬
したがって彼は，＜茶番劇> (sotie) と呼ばれる作品の一つ~Le Promethもema! enchainも>
を通じて，より高度な目梱のために，自己の個人性を放棄することの原理を説く のである。
「彼は生長しなければならない。そして私は，やせ衰えなければならない。 私は人間を愛さない。
私は人間を貪り食う ものを愛する。良 Gideの Promもtheeは，彼の飼っている猫のためにや
せ細ったが，彼が生きるためには駕の犠牲になる必要があったのである。Gideが選んだ人生
における自己の使命，いいかえれば，自己を示す方法とは，まさに独自の芸術を生み出すこと
にほかならなかった。R しかもそれは，ある時点においては，社会問題に対する関心など，ま
ったくかき消されてしま った感を与えるほどのものであった。
?
自己の芸術に対する AndreGideの献身ぶりは，全的かつ絶対的なものであった。彼は，
象徴主義者たちのグループに加わっていたあいだは芸術の高度な現実を礼諮するあまり，と
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もすれば日々の現実を拒絶する領向があった。 彼はすでに，処女作<{LesCahiers d'Andrも
Walter• のなかで，この領向を如実にあらわして，「視実よりもむしろシメ ールを」Rなどと忠
いている。しかし，現実の生活に対する Gide流の非難は，たとえそれが彼の受けた宗教教育
に順応していたとしても，やはり，ごく 一時的なものにすぎなかったというべきであろう。 21
オのとき彼は， Rome街のつつましいアパートで開かれる Mallarmものく火曜会>(mardi) 
に出席しはじめた。⑬ ~ Si le grain ne meurt• には，若い詩人たちや芸術家たちの選ばれた
グル プーのために，師匠 Mallarmもによ って語られる＜徊祥語>(divagations)のことが記
されている。Rたとえば PaulClaude! は ， Gide の諷刺的な作品<{Paludes►の奥にひそむ当
時のサロン的なム ードを読みとって，次のように述べて いる。「<{Paludes►は，1885年から
1890年にかけて，われわれが吸いこんだ窒息感や沈湘感の独特な雰囲気に関して，われわれの
入手できるもっとも完全な記録である。」⑲
当時支配的な立場をとっていた実証主義に対する反動として， Mallarmeと彼の弟子たちは，
いわゆる＜絶対的なもの＞を熱望した。 Gide自身も 1890年に，「絶対のなかで仕事をすると
いう渉」＠を追求すると語っている。後日 JeanSchlumbergerに宛てた手紙のなかで,Gide 
は，「われわれはその当時，時代と関係のない芸術作品や偶発物を夢みていた。」Rと害いている。
さらにまた同じ時期に， Gideの友人 PierreLouysは彼の作品のなかには，あの高踏派
(Parnassiens)的な無感覚が流れていることを指摘している。＠ぉそらく Gideは，象徴派と
高踏派との二重の影理のもとで，その~Traitも de Narcisse• に見られるとおり，詩人とは，
イデーに対して，究極的に真実な宿命的な― いわば天国のような，結晶した形を与えるも
のだ，と述べたのであろう。そして，とりわけ最後の点を力説しているが，それというのも，
「芸術作品は水贔」Rだからである。ところが，やがて彼は，水晶の透明さをそこなうような態
度をとらざるを得なくなることについては，後で敏れなければならない。
とにかく， Gideにとって現実は，それが彼の芸術に奉仕するかぎりにおいてのみ意味をも
っていた。この確信は，多年のあいだ彼の手中にあった。1905年に彼は熱をこめて述べている。
「信仰心の篤い回教徒が，『神は神だ」 と叫んだように，私は「芸術は芸術だjと叫びたい。現
実はそこにある。それを支配するようにではなく，反対に，それに仕えるように。」R60オ近く
なっても Gideはなおも芸術が現実の真のエッセンスを獲得するのだといっている。 「そん
なに多くのことばが必要であろうか。それから，読者のまえに，あのけばけばしい剌繍をくり
拡げる-これは一時的に読者のまえに垂れ下って現実をおおってしまう一一ための精神の集
屯筋を組み立てる努力もcところで私は逆に，読者をたえずこの現実の方にみちびこうとし
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ているのである。読者にこの視実をよりよく解明し， 加者がこれまてに見てし、たより も，ずっ
と現実的に． それを見せようと しているのである。」fl.うあるいい方をすれば，象徴派の人びとや
AndrもGideが，芸術を保持したその高い観点は現実の生活それ自休に対して．ほとんどそ
の余地を残さなかったほどである。
現実の生活は，若き Mallarmもの信奉者にと って． 一つの偶然の出来事にすぎなかった。
~ Si le grain ne meurt• には，「私は，人生のプリズム的な多様性をはじめ， ＜絶対＞でな
いものは，＜偶発性＞と称してこれを軽んじていた。」Rと記されている。さらにまた，ぽう大
な~Journal►のなかでも，彼は次のように述べている。「Valery,Proust, Suares, C!audel. 
それに私目身，おたがいにずい分迎うけれども，どうして人びとが私たちを，同じ年令の人間，
つまり， 同じ仲間の人間と認めるのか。考えてみると，私たちが等しく時事的な問題なるもの
を頭から蒋蔑しているからだと思う。そして．多かれ少なかれ Mallarmものかくれた影帯が，
こんなところにあらわれたのだ。そうだ。 私たちがく偶発的な市＞と呼んでいたものを描巧し
ていた Proustでも．晩年は生活のために新聞に杏いていた Fargueでも，芸術は永遠のなか
で作用するものであり ．たとえいかに崇府な大義名分に対してであろうと，何かに仕えようと
求めたが最後，堕落の一途をたどるものであるという，はっきりした意識をも っていたのだ。」R
Valもryに宛てた手紙のなかで，Gideは 「生きることは結局のとこ ろ，さほど必要なこ とでは
ない。」Rと書いている。これは, ~ Les Nourritures terrestres• の作者のものとは思えない
ほどの．おどろくべき宣言であるが，書かれた日付けから考えれば， さもあろうと納得するこ
ともできる。 PaulValeryは以上のような青年期の Gideの悩慨や熱望を，もっとも雄弁
に伝えている。
「芸術家とは．われわれにとって，儀牲者であると同時に型職者でもあるような分裂した
人間存在を意味していた。また，天賦のオによって選ばれ，その長所や短所が他の人間のそれ
とはけっして同じではない人間存在を意味していた。彼は，その概念が少しづつはっきりして
くるような神の従僕であり使者であった。思考生活のはじめから，われわれは決定的な侶仰の
崩壊のなかにいたのである。そして，実証的な知識に関していえば，そこから生じた形而上学
的な濫用や，たしかめることのできる獲得物を，逆説的かつ空想的な形のもとに使用すること
から引き起こされる欺時が．われわれに，その実証的な知識に対する警戒心を抱かせたのであ
る。しかし，未知の，動かしがたいわれわれの神は，人間の創る作品によって示されるもので
あった。そしてそれは，その作品が美しく無償であるかぎりにおいてであった。たんに奇敗を
生み出すだけのもの，それが神なのである。他のことは神にとってはほとんど問賭にならな
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いのである。芸術上のあらゆる技巧は，彼には快いものである。彼は．あらゆる神と同じよう
に，犠牲と放棄の精神を鼓吹する。そして，人びとが彼に対して抱いている似仰は，傑作の制
作が，それなしではすますことのできない純粋で素朴な自負に，ある一つの普遍的で正確な意
味を与えている。このような神の殉教者であり， このような神によって選ばれた人間である芸
術家は，美しいものに対する静観と崇拝のなかに，あらゆる美徳を位置づけ．それらの美しい
ものの創造のなかにあらゆる神聖さを位置づけるのである。」R
自分たちが心に描く理想的な偶像に対して完全に身を捧げるために，若い象徴派の人びとは，
現実や生活を放棄した。 また，思想さえをも放棄した。それというのも，Gideの表現を借り
れば「当時思想はすっかり人気を失っていた」R からである。
?
ところで，AndrもGideの生涯のこのような時期のあいだには， モラルの問題に対する彼の
関心は，どうなっていたのであろうか。一時的に彼が選んだのは，人間の倫理を，芸術家の倫
理とおき代えることであった0 1890年に，彼は次のように記している。「芸術家にとって道徳
の問題はその明示するイデーが多少とも道應的であるとか，大衆に有用であるとかというこ
とではなく ，イデーをよく明示するという点にある。四また 1892年に彼は，詩人によって代
表される道徳の問題よりも，美学の問題の方が優先すべきことを知覚して．次のように述べて
いる。 「芸術家は詩人にとって代らねばならない。この二つのものの闘争のなかから，芸術作
品が生まれてくるのだ。」＠さらに 1905年に彼は，なおも道徳を美学に依存するものとみなし
ながらも自分の作品の本質的な部分を，道徳に帰している。そして 1947年に，道徳と美学
とは切り離し得ないものであり，非常に緊密に結びついているので，両者はほとんど海然一体
となっている，と結論している。⑬ 1893年以前にも Gideは，モラルの問題を美学上の考察に
従属させてはいたけれども，他人に対する同清の念を完全に捨て去っていたわけではなかった。
この時期のある作品を通じて， PaulClaudelが 「物事の悲壮な現実に対する感情罠 と呼んだ
ものを， Gideがたえず意識していたことがうかがわれる。自分自身に向けられたイ ロニーを
こめて，詩人 Gideは，<{LeVoyage d'Urien• の末尾にある <{Envoi► (反歌）のなかで，
いかに自分が「非常に厳粛で，非常におそろしい」物事から身を避けているかを物語った。そ
して彼は，芸術の無債な現実のなかへ逃げ込むよりも，む しろ「嘘」 (mensonge)を語ること
を好むのであった。その意味で，次のような一節は，まことに印象的なものをもっている。
j'ai voulu regarder la vie; 
~ Les Nourritures terrestres• 以前の AndreCide (軍本）
nous nous penchames vers les choses; 
mais je !es ai comprises a/ors 
si serieuses, si terribles, 
si responsables de toutes parts, 
que je n'ai pas ose !es dire; 
je m'en suis detournも一 ah!Madame―pardon; 
j'ai pre/ere dire un mensonge. 
]'avais peur de crier trop fort 
et d'abimer la poもsie
si j'avais dit la Verite, 
la Veritもqu'ilf aut entendre; 
（私は人生をしっかり眺めてみようと思った
私たちはさまざまなものの方へ身を向けた
だがそれらのものは，どこから見ても
いかにも厳粛，いかにもおそろしく
いかにも重大なものに思われたので
とても 口に出しては語れなかった
私はそれから身をそむけた一ーああ，君よー一ゆるしたまえ
私はむしろ嘘を語るのを好んだ
もし「真実」を語ったら
知るべき真実を語ったら
あまりに声が高すぎて
詩をそこなうのをおそれたからだ
・・・・・ ・・・・・ ・・・・ ・ ・ ・・ ・・ ・ ・・・）⑮
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また同様に，イ ロニー をこめて Gide は ~La Tentative amoureuse• のなかでも， Luc
とRachelの二人が，散策をつづけながら，いかにして嫁な現実に接近するこ とから身を避け
ようとしたかを物語っている。 「遠くないところに村もあった。しかし貧乏人がいるので，そ
こはあまり通らないことにしていた。」Rさなぎ時代の幼虫のよう に，一時的に AndreGide 
は人生から遠ざかっていたのである。そ して，当時彼が 「長く延ばした頭髪，高いカ ラー，前
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かがみの姿勢」cをしていたとき，どうして Henride Regnierが，彼に対して，andouille
ということばと韻の合う Gidouilleというニック・ネームをつげたかが理解できるように思わ
れる。⑲
家庭珠境に由来する倫理上の壁と，彼を人生から引き離している美学上のパリケ ドー のなか
で，とらわれの身となった青年 Gideは，家にとじ込められた放蕩児のように，逃亡を夢みる
のであった。まだ過去の禁止令に拘束されていたあいだにも，彼は，人生をまえにしてのさま
ざまな態度を予見していたのである。彼は古典主義的な調和を憧れた。その状態のもとでは，
彼の心の内部における Apollonと Dionysosは， もはやたがいに争いを起こすことはないで
あろう。最初のアフリカ株行は，彼のいまわしい過去を消算するものであった。この旅行を契
機に，彼は過去の束縛をふり切った。そして，新しい芸術形態のなかに， 自己再生を完成する
手段と，その自己再生の原理を仲間たちに対する倫理的信条に拡大する手段を，追求するので
あった。
Gideの青春を彩る AndreWalterismeの時代の特徴は， ひそかな堺在的な反抗精神のな
かに見出すことができる。彼自身も 「私の青春期における不安なミスティシスムの証左となる
のでなかったら,~ Les Cahiers d'Andre Walter• のうち，ほんのわずかな部分しか，私は
残そうとは思わないはずだ。」Rと述べているとおり ，いわばそれは高遠な神秘主義の時代であ
った。「悟疑，混乱，ロマンチスム，メラン コリイ 」0が，彼のこの時代を暗いものにしていた
のである。 Gideはそれらのものを抑えるために，自分自身を汲み枯ら してしまったのである。
というのは，Gideの「清教徒風な教育が，肉の欲求を悪魔の一種だと教えこんだ」Rからであ
る。湧き起こる性欲を抑制しきれず， 彼はふたたびマスターベー ションに依存する。 ~Si le 
grain ne meurt• のなかで，自分がまたも「少年時代のあの悪癖に陥った」Rことを想い起こ
している。そ して処女作~Les Cahiers d'Andre Walter• のなかで，「このような緩慢な習
慣的な動作」Rを嘆いている。それは体系的かつ組織的にみずからに課した剥奪の時代であっ
た。彼はそのことを回想しながら「あの頃は，一番ほ しいものに手を敏れまいとしていた時期
であった。門と述べている。母親と Madeleineに対する彼の愛梢が，美徳を望む気持を動か
していた。初期の時代において，彼はすでに，親しい人びとを悲しませることについての不安
感に抑えつけられていた。R しかし彼は， 自分のうわべだけの純粋性にまどわされることはな
かった。痛烈なイロニーをこめて，彼は次のように書いている。 「おお，詩人の無意識 ！一
青春こそ彼を不安に駆 り立てるときにも，盲目的に！ 霊感を与える詩神を信頼し・・・・」R 精神
のもっとも透徹した瞬間に，Gideは自分の「けがらわしい貞節」＠を嘲笑し，自分自身をきび
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しく非難している。 1893年3月18日付けの MarcelDrouinに宛てた手紙のなかで．彼は1悦め
る時期の自分の精神状態を．はげしいことばでもって表硯している。「私は23オまで完全；こ/i¥
貞で，堕落した状態で， ついにはいたるところで，口件を当てがうことのできるなんらかの肉
片を，探し求めるほどの狂乱状態のなかに生きていた。掟，礼儀，仮借なき自己教育，神秘な愛
惜に対する愛着は一ーもっと も大きく ，孤独な， 気がかりな一ーあらゆる私のよろこびをなす
ものであった。そして，生きるよろこびに、罪の苦しみを与えるものであった。」@~Les Nour・ 
ritures terrestres• の詩人は， どのようにして失われた時間を惜しむことができたのであろ
うか。彼は不毛であった過去の時代を悲しんで，切々と歌い上げている。 「果実はそこにあっ
た。それらの重みが枝を曲げ，すでに疲れさせていた一一私の口はそこにあった。そして欲望
に満ちていた。 一ーけれども私の口は閉ざされたままであった。そして私の手は，差しのべる
ことができなかった。それらは祈りのために組み合わされていたからである。 一ーそして．私
の魂と私の肉体は，絶望的に渇えていた。」⑲
?
1893年という年は.Andre Gideの生涯にとって，一つの転向点となるものであった。 こ
の時期の~Journal►は，切実な幸福を求める気持に満ち溢れている。しばらく前に Gideは，
肉体の悪魔の誘惑に屈服していた。 1891年にルネサンスに関する Taineの文章に剌戟されて，
彼が肉欲的な陶酔を覚えたことが，その一つの実例である。 「私の思考は逸楽に酔いしれて，
敬虔ではなくなり，邪教徒的となった。これをも っと極端につきすすまさねばならない。」Rと
彼は記している。しかし，これはたんなる一時的な背教にすぎなかった。その2週間後に彼は
「私はふたたび Walterとなる。だが，それでいいのだ。たしかに，魂の気高さにもまして美
しいものはない。」Rと述べて， 自己制止をおこなっている。そして 1892年の夏に Gideは，
Goethe の~Roman Elegies• を読み，Weimarのしづかな快楽主義の詩人との出会いが，自
分にどのような衝動を与えたかを物語っているが，Rこれとほとんど同時期の資料のなかにも，
この出会いが彼にもたらした効果について，次のように語られている。「それら（エレジー）は
徐々に私のなかにしみ込んだ。それらはまた，私のなかで眠っているすべての決意を目党めさ
せた。私はあらゆる誘惑をまえにして全く自由だ。われわれの期待はいかばかりであったろう
・ ・ ・ ・ 」釘893年の~Journal►には，抒情的な表現が散りばめられている。たとえば<ioiedif-
ficile de l'もquilibre><plenitude de vie> < vie puissante et remplie> <joie a se 
sentir robuste et normal> <m'efforcer puissammentさlajoie et m'abandonner a 
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la vie> <etre normal et fort> <la pensもede la joie>などがそれである。そして，ち
ようどアフリカに向って出発するまえに書かれた部分では， この調子が最高頂に達している。
「＜諸々の力を満足させる o► これが今は私のモラルだった。それで私には，もはや他のモラル
は欲しくなくなっていた。私はただ，力強く生きたかった。但同じ年の4月に AndreGide 
は神に対して自分自身を解放する力を与え給うようにと顧うのであった。 「おお，私の神よ，
このあまりにも狭陰なモラルが破壊されますように，そして私が，ああ ！充実した生を生きる
ことができますように 1ああ，なんら怖れるところなく ，また自分がますます罪の深みに落ち
てゆくのだという意識をたえずもつことなく，そうした生を生きることのできる力をお与え下
さいまし。」R
Gide は~La tantative amoureuse~ を粛き，地上的な幸福によ って，強迫観念を払いのけ
ようと努めた。そのなかで， Gide自身にほかならない 1人称の登場人物をかりて，R彼は，気
がねすることのない幸福を追求するために，もはや魅力のなくなったビューリタ ニスムの荒野
を離れたいという欲望を表明した。 「いつ私は，私の陰気な思考から離れ， よろこびに満ちた
太陽のもとを散策することができるのだろう。そして，昨日のことや，無益なかずかずの宗教
を忘れて，何の気づかいも，何の不安もな しに，来るべき幸福を力強く抱きしめることができ
るのであろうか。」Rしかし， Gide の象徴主義的な作品の最後のものであるこの~La Tenta-
tive amoureuse• は，導入部の注記において，Gide自身が指摘しているとおり「誘惑の延
期」Rを示すだけにとどま っている。 つまりそれは，人生そのものの満足感のための， 一時的
な代理なのであった。それというのも， 以前のような芸術は，もはや彼のために，その役目を
果すことができなくなっていたからである。
1893年10月に，青年 Gideは最初のアフリカ旅行のためにフ ランスをあとにした。彼は自
己の本性の要求にひたすら忠実になっていた。彼はぼう大な疑問を抱いて未知の世界を探求し
つづけるのであった。 「諸君は，いかなる神の名において，また，いかなる理想の名において，
私が自分の天性にしたがって生活する ことを禁じようとされるのか。また，この天性は，私が
もし，そのなすがままに任せておいたら，私をどこへ導いてゆくのだろうか。」R彼の宿命的な
病気は， Biskraでおどろくべき回復を迎えた。 そして，昏睡状態にあった彼の過去と，生命
カの美しさとのコントラストは，さらにいっそう鮮烈なものとなったのである。つまり,~ Les 
Nourritures terrestres• の時代を迎えて，AndreGideの第一の変貌がなされようとしてい
たのである。
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